
第１３３８回例会 ２０１３年５月１６日(木)(晴)

司 会 飯田隆明副幹事

点 鐘 諸星常平会長

合 唱 ｢我等の生業｣(北村まり子さん)

ビジター紹介 梶山欣哉君(秦野中)

○ 世の中、株が上がったりして、少し明るくなってきた

様な気がします。橋下大阪市長の従軍慰安婦の問題発

言でマスコミが色々と取り上げています。昔は色々な

理由で女性が犠牲になってきましたが、今は声に出し

てはいけないのではないかと思います。中国から“モ

ラルの問題だ“と言われましたが、日本はモラルやマ

ナーが最高の国だと思いますので、釈然としません。

自分の考えをきちんと言えるこんな人がいてもよいの

ではないかと思います。私の考えですが…。

○ ガバナー事務所より

１、次年度 ポリオ・プラス寄付ご協力のお願い

寄付目標として一人４０ドルのご協力をお願いするこ

ととなりました。一人当たり２００ドルの寄付年次と

は別のものとなります。

２、米山奨学生の世話クラブ変更について

世話クラブ 秦野名水RC → 平塚南RCへ

○ 商工まつりについて

５／２５(土)・２６(日)の出欠を取る。

歓迎会・・・日時：５／２５(土) １８：００～

場所：やなぎ家本店

会費：５，０００円

準備するもの・・・両替金、やきそば券、

チャリティボックス、タスキ

参加者の服装は普段着で！ →承認

○ ５／３０(木)移動例会について

通常例会とする。卓話の時間に次年度青少年交換学生に

ついて・・・１０分程度。

卓話者は後日決める。

○ 次年度米山奨学生受け入れについて

奨学生が木曜日に来る事が出来ないので、地区に戻した。

○ 古河東ＲＣ創立３０周年登録料について

参加者￥１０，０００を来週より集金する。

６／２７(木)最終例会について

場所を日立の中のシジェールで行いたい。

[受付文書]

１、米山記念奨学会より ｢ハイライトよねやま１５８｣

２、ロータリー財団より ｢ロータリー補助金ニュース｣

[例会変更] 秦野 秦野中 平塚南

○ 梶山欣哉君(秦野中) ｢お世話になります｣

会員数 43名
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○ 諸星常平君 ｢残り２カ月を切りました。来週の商工ま

つり、浪江焼きそば、宜しくお願いします。中島君、

卓話をお願いします｣

○ 瀬戸 誠君 ｢今月の２５日、２６日は商工まつりで浪

江焼きそばを行います。皆様ご出席のほど、宜しくお

願いします｣

○ 河野治男君 ｢スマイルします｣

○ 桐山晃忠君 ｢五月晴れにスマイルします｣

○ 飯田隆明君 ｢スマイルします｣

○ 今井茂文君 ｢昨日の同好会のコンペ、ご苦労様でした。

所用の為、早退します｣

○ 神崎達朗君 ｢焼きそばが食べられそうもありません｣

○ 櫛田史子さん ｢楽しいですね（＾－＾）｣

○ 淵脇美代子さん ｢商工まつり、焼きそば券、宜しくお

願いします｣

○ 古谷スミ子さん ｢先日の姑の葬儀の折にはお世話に

なりありがとうございました｣

○ 諸星道治君 ｢スマイルします｣

○ 山本裕宣君 ｢スマイルします｣

○ 北村俊和君 ｢スマイルのご協力、ラストスパート宜し

くお願いします｣

合計50,000円

◎古谷スミ子さん挨拶

先日の義母の葬儀にはご会葬いただき、また、クラブよ

り生花を頂き、ありがとうございました。８８歳でした。

古谷商店は義母がここまで盛り上げてきてくれました。ガ

ンでしたので最後はホスピスで眠る様に逝きました。

○ 桐山晃忠会長エレクト

米山奨学生・青少年交換学生についての報告とお願い

・米山奨学生について

秦野名水ＲＣ→平塚南RCへ変更

理由 木曜日の例会に出席できないため。

(大学の研究では木曜日は休めない)

・青少年交換学生について

受け入れの件

５／９に連絡があり、５／１１オリエンテーション

が開催され、ここでロシアからの交換学生(女性、ア

ルタナブさん)を受け入れることになりました。

アドホック委員会設立について

①カウンセラー、ホストファミリー

通学校を決めるため、委員として

大津俊彦君 大屋富茂君 高橋修平君

多田嘉之君 高橋幸雄君 中島賢治君

米山君夫君 諸星道治君 諸星常平君

三留文雄君 北村まりこさん

※例会終了後、お残り下さい。

○ 友好クラブ委員会 多田嘉之委員長

６／４、古河東RC創立３９０周年記念式典への参加者

はAM８：３０、秦野商工会議所集合、バスで行きます。

詳細は次週お知らせいたします。

○ 親睦活動委員会 前 肇委員長

｢浪江焼きそば｣へ出店(商工祭り)に伴い、４名の浪江町

の方がいらっしゃいます。歓迎会を開催します。

日時 ５／２５(土) １８：００～

場所 やなぎ家本店

会費 ５，０００円

※出欠表を回覧しております。

○ プログラム委員会 東島礼美委員長

例会変更のお知らせ

５／３０ 移動例会 → 通常例会

卓話 梅原君

○ 社会奉仕委員会 高橋修平委員長

｢浪江焼きそば｣(５／２５(土)、２６日、商工まつりに於)

について(雨天決行)

① 当日の人員割り当てをFAXさせて頂きました。

② 焼きそば購入券(１枚４００円)の購入、ありがとうご

ざいました。

当日は是非参加し、盛り上げて頂ければと思います。

｢憲法９６条改憲について｣ 中島賢治君

皆さん最近、新しいことにチャレンジするとかワクワク

ドキドキする事をしていますか？年齢を重ねていくとなか

なかそういう機会が少なくなってきます。

私は先日、23年間ゴルフをしていて初めて神奈川アマに

チャレンジしました。とても緊張してドキドキしたのです

が、何か新鮮に感じたのです。ワクワクドキドキにチャレ

ンジするというのは、年齢を重ねていくほど大切なものか

もしれません。

委員会報告

卓話



私が新しい事に接するのを意識するには理由がありま

す。毎月自分の経験や体験や考えた事のコラムを書いてい

るからです。これは今月で106号になりますから、9年弱

続いています。

弊社のマンスリーニュースとして毎月アップしている

ので、興味のある人は是非覗いてみてください。ＵＲＬは

http://www.arcru.comです。

コラムのテーマは仕事・金融・政治・グルメ・旅行・芸

術などでまるで夕刊フジのようです。ちなみに競輪競馬、

風俗情報はありませんけど・・・（笑）。具体的に最近のテ

ーマは以下の様です。

3 月期 楽天証券新春講演会・竹中平蔵氏、イタリアフ

ィレンツェトスカーナ旅行記、ロバートキャパ・ゲルダタ

ロー2 人の写真家展、イタリアフィレンツェ激安激ウマグ

ルメ情報

4 月期 ロバートフェルドマン講演 1 票の格差の是正は

簡単に出来る、ミャンマー旅行記

5月期 本の紹介 橘玲著「資産防衛マニュアル」、グルメ

世界一の美味しい食べ物マッサマンカレーとは？、鹿児島

知覧特攻平和会館を訪問。

こんな感じです。

さて、今日の卓話はこの鹿児島知覧の特攻平和会館の話

をしたいと思います。

なぜ、今回ここへ行こうと思ったのか？それは百田尚樹

さんの大ベストセラー「永遠のゼロ」を読んだからです。

この本をウルウル泣きながら、読み終えて思ったこと

は・・・・「鹿児島・知覧特攻平和会館に行こう」太平洋戦

争末期の沖縄戦において特攻というの作戦で、爆装した飛

行機もろとも敵艦に体当たり攻撃をした陸軍特別攻撃隊員

の思いはどんなものだったのだろう。

今の平和や繁栄があるのは、このような悲しい歴史があ

ってのことだということを今実感すべきだと、強烈に思っ

たからです。この本はそういう意味では、私に何かのきっ

かけを与えたのでは？と思うくらいインパクトの強いもの

だったからです。

知覧に行ったのは3月の末。あまり見るところがないこ

の周辺ですが、特攻平和会館に行く前に、ＪＲの最南端の

西山駅より開門岳の素晴らしい景色を見て平和会館に向か

いました。平和記念館の中に入ると重い空気が漂っていま

す。ホールの中心には戦闘機が飾られ、周りの壁には1036

名（特攻によって命を失った）の遺影が飾ざられ、ショー

ケースは本物の遺書や絶筆が展示されています。わずか２

０歳前後の若者が自らの命と引き換えに敵艦を撃沈するた

めにこの地から飛び立っていったのです。そんな立場 に置

かれた若者の家族を思いやる手紙などを見たらこらえきれ

ずに泣いてしまいます。

そんな悲しい思いも少し経つとだんだん怒りに変わっ

てきます。当時の戦況は連合軍が沖縄上陸作戦を決定した

段階で日本の敗戦は確定的だったそうです。つまり負け戦

がわかっていた中で、この特攻という行為は「悪あがき」

の何物でもない ということです。小説「永遠のゼロ」にも

書かれていましたが、この若者達は故郷に妻を、子を、両

親を、恋人を残したまま、一人として好きこのんで「死に

たい」などと望んだ人はいないということなのです。そう

考えると、特攻の若者達の死を美化するのは違和感を感じ

るのです。本来であれば、この人の命を命と考えないこの

システムがいかに愚かであったかというのを、もっと強調

した表現があってもいいのではと思ってしまいます。端的

に言ってしまえば、国に「おまえ死ね！」といわれている

ようなものですから。

そんな怒りが確信に変わったのが上原少尉の遺書を目

にした時です。実はこの特攻平和記念館から車で５分くら

いのところに、富屋食堂（ホタル館）があります。ここは

特攻の母として慕われた「鳥浜トメ」の食堂で、平成 13

年に資料館として復元されものなのです。平和記念館を出

て後、富屋食堂の中に展示されていた上原少尉の遺書が私

には一番印象に残るものでした。

上原良治（少尉）とは、慶応大学経済学部在学中に学徒

出陣となり、特攻隊員として 22 歳で死んだ若者で、戦没

学生の手記「きけわだつみのこえ」に、所感として遺書が

掲載された特攻隊員なのです。

彼は自らのことを「自由主義者」と呼んでいました。出

撃前に帰省した際、「おれが戦争で死ぬのは国のためでなく、

大切な人のため。おれは天国に行くから靖国神社にはいな

い」と家族に話していました。

彼の遺書を紹介しておきます。

私は明確にいえば自由主義に憧れていました。日本が

真に永久に続くためには 自由主義が必要であると思った

からです。これは馬鹿な事に聞こえるかも知れません。そ

れは現在日本が全体主義的な気分に包まれているからで

す。

しかし、真に大きな眼を開き、人間の本性を考えた時、

自由主義こそ合理的なる主義だと思います。戦争において

勝敗をえんとすれば、その国の主義を見れば事前において

判明すると思います。人間の本性に合った自然な主義を持

った国の勝戦（かちいくさ）は火を見るより明らかである

と思います。日本を昔日の大英帝国の如くせんとする、私

の理想は空しく敗れました。この上は、ただ日本の自由、

独立のため、喜んで命を捧げます。



（抜粋）

第２の遺書の巻末にこう記されていました。

離れにある私の本箱の右の引出しに遺本があります。

開かなかったら左の引出しを開けて釘を抜いて出して

下さい。

これにより出てきた物が第３の遺書です。

親しい身内だけが知り得た遺書がこれです。

権力主義、全体主義の国家は一時的に隆盛であろうとも、

必ずや最後には敗れる事は明白な事実です。我々はその真

理を、今次世界大戦の枢軸国家において見る事が出来ると

思います。ファシズムのイタリアは如何、ナチズムのドイ

ツ もまた、既に敗れ、今や権力主義国家は、土台石の壊

れた建造物のごとく、次から次へと滅亡しつつあります。

真理の普遍さは今、現実によって証明されつつ、過去にお

いて歴史が示したごとく、未来永久に自由の偉大さを証明

して行くと思われます。空の特攻隊のパイロットは一器械

に過ぎぬと一友人がいった事は確かです。操縦桿を採る器

械、人格もなく感情もなくもちろん理性もなく、ただ敵の

航空母艦に向かって吸いつく磁石の中の鉄の一分子に過

ぎぬのです。理性をもって考えたなら実に考えられぬ事で

も強いて考えうれば、彼らがいうごとく自殺者とでもいい

ましょうか。精神の国、日本においてのみ見られる事だと

思います。

一器械である吾人は何も云う権利もありませんが、ただ、

願わくば愛する日本を偉大ならしめられん事を、国民の

方々にお願いするのみです。こんな精神状態で征ったなら

もちろん、死んでも何にもならないかも知れません。

故に最初に述べたごとく、特別攻撃隊に選ばれた事を光栄

に思っている次第です。

（中略）

飛行機に乗れば器械に過ぎぬのですけれど、いったん下り

ればやはり人間ですから、そこには感情もあり、熱情も動

きます。愛する恋人に死なれた時、自分も一緒に精神的に

は死んでおりました。

天国に待ちある人、天国において彼女と会えると思うと、

死は天国に行く途中でしかありませんから何でもありま

せん。明日は出撃です。過激にわたり、もちろん発表すべ

き事ではありませんでしたが、偽わらぬ心境は以上述べた

ごとくです。何も系統だてず、思ったままを雑然と述べた

事を許して下さい。

明日は自由主義者が一人この世から去って行きます。

彼の後姿は淋しいですが、心中満足で一杯です。

云いたい事を云いたいだけ云いました。

無礼を御許し下さい。ではこの辺で。出撃の前夜記す

（抜粋）

また、帰郷した際家族に次の様に話したそうです。

「俺が戦争で死ぬのは愛する人たちのため、戦死して

も天国へ行くから、靖国神社には行かないよ」

この遺書を読めば、本当に若者達が好き好んで特攻に行

ったということでないことが明確です。私は国家総動員体

制の中で人間を追い詰め、無意味な死を遂げさせられたこ

のばかげたシステムに怒りを感じます。

最後に開門岳のことについて触れておきたいと思いま

す。特攻平和記念館の大きなフロアの一番目立つところに

大きな開門岳の写真パネルが貼ってあります。これは特攻

隊員が知覧の飛行場から沖縄に飛び立ち、この開門岳を見

ながら飛んでいくのです。その時、特攻隊員達はこの山が

見えているときは、まだこの世に未練が残っている状態な

のだそうです。開門岳が見えなくなると、いよいよ自分自

身で決心をして、戦地に向っていくのだそうです。そんな

説明を受けた開門岳は物悲しく見え、先ほどＪＲ西山駅か

ら見た開門岳をふと思い出すのでした。


